
第7章パドック

1 .パドックの概要

牛舎にイ、J'惜してハドックと呼ばれる巡動場が必要である 繋がれたままの牛は、

関節疾患が多くみられ、体重の減少はもちろん、繁殖成績の低下などを招く また、

広い放牧地で午群を集合させて衛坐管理する場合にもハドックは必要であるが、追

込み柵やコラールと呼ぶことがある ハドックは牛舎に付帯して運動場として設置

する(写真21、22) 

'与よ~ 2 1 11二合裂のjlli[QJ場(=.条市) 写以22 運動場(新発IHrI i) 

アスフアルトやコンクリートで舗装する場合は l頭あたり 10rrf以上、舗装され

ていないハドックでは水飲み場や飼槽、出入り口などに泥i寧化防止対策を行う ノ

ドック内の排水を良くするため、舗装の場合は1/10 0、舗装しない場合は1/20 

程度の勾配をつけるとよし

2.パドックの構造と配且

牛舎からあるいは放牧場から牛群を追込んで‘ハドック内に入れて、管周作業を行

うことが多い 牛群全体を消毒したり体重計測する作業は、群れ行動をするので比

較的追い込み作業は谷易である 特定牛の捕獲や数頭の仕分け作業には、回転ゲー

トゃいl転扉などが重宝する

ハドックに運動場としての機能を持たせる場合は、水槽や飼槽、塩置場、述邸Jス

タンチョン、庇陰胞l没なども配置する

ハドックのコーナ一部の角度が鋭角の場合には牛の'U:故や滞留につながるので、

鈍角にする必要がある

単管ノtイフで迫込み柵を作る場合はハイフの端部処理を確実におこなうべきであ

る 牛の追込み柵への突っ込む荷電は特に大きいので、端部が丸山しだと牛体が損

傷する'ド故につながる 午を追いこんでー列に行列させる場所は午が体重をかける

ので文柱の間隔を狭めて強度を強くするとともに文柱のコンクリート床への開設部

分には腐食防止処理を行う
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牛舎から続くハドックでは、運動場的な機能を多く持たせているので、仕分け柵

は少ないが飼槽や水槽などを付帯することが多い 主た、政牧地におけるバドック

は水槽や飼槽周辺を舗装するか、木製スノコを放くとよい。

さらに般牧地では外部からの午の搬入や病牛や事故牛の搬出のため、傾斜地をう

まく利用してフラットホームを作ると牛の導入や搬出作業が楽になる

い号|文17 Fd型政牧地(仲縄県) 会iS-7H'i2 3 移動式スタンチ，1ン

3.パドック柵の構造と資材

ハドック柵の情造は、牛の集中的な突っ込み荷重を位、定する必要があり、主力柱

間隔は最大2mとし、牛が特に集中するような個所ではその間隔を狭くする 償β

向のバイプ柵の尚さは 1.5mは必要で、その段数は午の頭出し部位を狭くした間隔

とし4段、場合によっては5段とすと

債のバイフは丸管でもよいが、多勺地借では積'jjfの沈降荷重で破損するので、、|三円形

だと積勺の沈降時の抗{おが少ない主力住は、牛の押し込む荷取が大きいので、肉厚え

角形が望ましい 主た、追込み柵やレース柵は牛体との接触頻度が大きく、メッキ部が

摩耗することがあるので、その防食を考えた資材の選定をおこなうべきである

また、レース部(追い込み通路)は'1:.を保定する筒所になるから、応栓体(単位:
ハイフや木材などでもよし、)を通す輸を取り付けたりする レース部の床は強固え

基礎とコンクリートタタキとする必要がある 寒冷地ではぬ.上しやすいので、必礎

部の凍結深に注怠して切り込み砂利を敷設する このコンクリートによってレース

柵は同定される

また牛の糞尿によって市柱基部の鋼材は腐食しやすいので、エホキシ樹脂塗装犬

どで表面保護するか、基部をコンクリー卜で盛り kげるなどして対応策をとる

4 パドックの泥ねい化対策

スタンチョンや飲水施設の周辺は泥ねい化しがちである ドロ海状態に泥ねい化

すると牛の運動も附難で、!波間腐乱など蹄病が発生するなど、問題が多くなり、降

雨時期には放牧施設を使用できなくなるので以ドにいくつかの対策を示す， ノtドッ

クに定期的に石灰を散布すると蹄病の発生が減少する
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①水の溜まりにくい、やや高台に設置する。

②飼槽や水飲み場の一部に耐水ベニヤ合板や木製スノコを敷く。

③必要な面積を硬化材(市販の生石灰やソイルセメント)と土と十分に撹枠混合

し、 トラクターのタイヤで踏圧して締め固める。

④必要な面積を若干掘削し平らにした部分に、エキスパンドメタルとジオテキス

タイル(プラスチックネット)を敷いて、ジオテキスタイルの上から約 1m間

隔で鉄ピンを打ち込んで固定する。

⑤半永久的なパドックでは、必要な面積を若干掘削し切り込み砂利を敷きつめて

締め固め、その上に鉄筋を配置して土間コンクリートを張る。

⑥木製スノコを敷く

木製スノコは、商品化して販売されているが標準品の単価は 1，900円~

2，500円/ばである。

この木製スノコを自力で作成設置する場合には、農研機構で公開している資料

を参考にするとよい。スノコの耐用年数は、使用条件にもよるが、防腐処理をし

ていない状態でも 10年以上は十分と思われる。 (細川吉晴)
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